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債権の回収不能のおそれ及び貸倒引当金 

（販売費及び一般管理費・営業外費用）の計上に関するお知らせ 
 

当社は、下記のとおり債権の回収不能のおそれが生じ、加えて貸倒引当金を計上しましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

1. 当該取引先の概要 
（ジェネシス株式会社の概要） 

（1） 商 号 ジェネシス株式会社 
（2） 所 在 地 東京都港区赤坂二丁目 17 番 22 号 
（3） 代表者の役職氏名 代表取締役 木住野 琢磨 
（4） 設 立 年 月 日 平成 15 年 4 月 1 日 
（5） 資 本 金 の 額 50,002,000 円 
（6） 事 業 内 容 広告事業 
（7） 純 資 産 135,340 千円 
（8） 総 資 産 491,489 千円 
（9） 大 株 主 及 び 持 株 比 率 確認が取れませんでした。 
（10） 上 場 会 社 と 
   当 該 会 社 の関 係 

資本関係 該当事項はありません。 
人的関係 該当事項はありません。 
取引関係 当社と当該会社との間で、広告取引を行なっておりました。 
関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません。 

※当該取引先の純資産・総資産は、確認がとれました直近の数値（平成 25 年８月 31 日現在）を記載

しております。 
 

（株式会社メサイアホールディングスの概要） 
（1） 商 号 株式会社メサイアホールディングス 
（2） 所 在 地 東京都港区六本木七丁目 15 番 14 号 
（3） 代表者の役職氏名 代表取締役 杉野 正直 
（4） 設 立 年 月 日 平成 22 年 4 月 1 日 
（5） 資 本 金 の 額 111,000,000 円 
（6） 事 業 内 容 グループ会社の経営管理 
（7） 純 資 産 83,600 千円 
（8） 総 資 産 446,378 千円 
（9） 大 株 主 及 び 持 株 比 率 確認が取れませんでした。 



 

（10） 上 場 会 社 と 
   当 該 会 社 の関 係 

資本関係 該当事項はありません。 
人的関係 該当事項はありません。 
取引関係 当社及び当社子会社は当該会社に対して、貸付を行なって

おります。 
関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません。 

※当該取引先の純資産・総資産は、確認がとれました直近の数値（平成 25 年３月 31 日現在）を記載

しております。 

 
2. 当該取引先に対する債権の種類及び金額（平成 27年 1 月 9日現在） 

債権の種類 金額 連結純資産に対する割合 

未収入金 58 百万円 3.8％ 

長期貸付金 134 百万円 8.7％ 

合計 192 百万円 12.6％ 

※連結純資産の割合については、平成 26 年２月期の連結純資産の金額により算定しております。 
 
3. 債権の回収不能のおそれ及び貸倒引当金計上の経緯 

当該取引先であるジェネシス株式会社の関係者と未収入金額 58 百万円の支払いに関して協議を

してまいりましたが、平成 26 年 11 月 4 日に 70 万円の一部入金があり、平成 26 年 12 月 30 日に残

金の入金予定でありましたが、その確認が取れませんでした。 
一方、株式会社メサイアホールディングスは長期貸付金の分割返済の支払期日である平成 26 年

12 月 30 日に利息分の入金はありましたが、元金の入金はありませんでした。 
当該債権の回収見込を精緻に検討した結果、当該債権全額について引当金を計上することとしたもの

であります。また、第 4 四半期に発生した事象ではありますが、修正後発事象として当第 3 四半期にて計

上しております。 
なお、ジェネシス株式会社の未収入金額58 百万円を貸倒引当金繰入額（販売費及び一般管理費）に、

株式会社メサイアホールディングスの長期貸付金 134 百万円を貸倒引当金繰入額（営業外費用）にそれ

ぞれ計上いたします。 

 

4. 今後の見通し 

当社といたしましては、速やかに法的手続きを開始し、債権の回収に全力を尽くす所存であり、

回収の都度、貸倒引当金を減額してまいります。 

平成 27 年２月期業績予想につきましては、本日別途発表しております「業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照下さい。 

株主・投資家の皆様へは、迅速かつ正確な情報開示に努めるとともに、経営の透明性を高めてま

いります。引き続きご理解・ご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

以  上 


